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研究旅行の目的 

 「国家」と「地方（地域）」という二つの概念は、所詮、対立する運命にあるものなのだろうか。世

界各地にロシアのチェチェン問題に見るような、独立を拒む「国家」と独立を望む「地方（地域）」の

問題や紛争が存在する。民族や宗教、文化の差異を超えた「国家」と「地方（地域）」の新たな関係に

ついて考えることが、現代の、そして将来の国際社会を生きる人間にとって不可欠な大きな課題のひと

つとなっている。 

地中海に突き出したイタリアという国の最大の魅力の一つは、ひとつの国家のなかに異なった地方の都

市文化が色濃く存在していることにあるという。1861 年に統一を果たしたこの国は、ひとつの国家と

しての歴史や文化よりも、長く続いた都市国家のなかで豊かな地方文化が育まれ、多種多様な「地方」

がモザイク画のようにイタリアという「国」の魅力を形成している。ところが、近年の経済危機はこの

国の地方都市にも暗い影を落とし始めている。2011 年 8 月中旬、ユーロ危機に苛まれるイタリアは財

政政策の一環として、全国に約 2000 存在する人口 1000 人未満の村を統合し、大幅に補助金を削減す

る減らす案を示した。 

上述の村の統合政策に反発したイタリア中部に位置するフィレティーノ村（人口約 600 人）では、村長

をはじめとした有力者が経済的独立を図り、地域通貨を発行することが住民投票で 8 割以上の賛成を得

て決まった。国家の方針に対してやむなしで終わらせず、独立を表明したこの小さな国はこれから一体

どのような変革を進めていくのだろうか。特に地域通貨の発行という地方政策は、自治体の財政危機の

なかで住民の生活や社会サービスを確保する上で有効で、多くの自治体が注目している。しかし一方で

は、「独立」を宣言した自治体と国の行政的・経済的関係において、多くの問題が山積されていること

だろう。 

この研究旅行では、今後、このような社会情勢に対応した様々な地域主体の動きが世界中で出てくるこ

とが予想される中、イタリア・フィレティーノ村の現状と試みについて調査することで、これからの地

方自治の在り方について理解を深めたい。同時にこの研究調査では、すでに 1960 年に独立を宣言し「独

立国家」を自称している北西イタリアの《セボルガ公国》、および、歴史的にも古くから都市国家の形

態を維持し、イタリアから 1862 年に正式な独立を「確認」された《サンマリノ共和国》をも調査対象

として取り入れたい。すでに独立（自称）して半世紀が経過した《セボルガ公国》の現状と問題点につ

いて、また、イタリアの只中に存在しながら公式にも独立国家として存在している《サンマリノ共和国》

が、イタリアとの行政的・経済的・文化的関係をどのように維持しているのか、直接現地を訪ね歩きな

がら学びたい。これによって、先のフレティーノ村が直面する様々な問題点および可能性について、よ

り理解を深められるものと期待できる。 

期待される成果 

この研究旅行を通して、イタリアに存在する「国家」と「地方（地域）」の現状と問題点を現実に即し

て学ぶことができる。特に、「自称（経済的）独立」を宣言したばかりのフレティーノ村、すでに「自

称独立」の歩みを半世紀続けてきたセボルガ、イタリアと同様の文化を共有しながらも公式に独立国家

として存続しているサンマリノ共和国という三つのケーススタディーを通して、より多角的視点からこ

の問題について考察することができる。さらに、このテーマで執筆を考えている卒業論文のためにも、

重要な現地調査データ、文献・資料を得られるものと期待される。 

 

                       
 
 
 



 
 
 

 
◆研究旅行・予定表    

 

出発予定日     2013 年  月  日 

帰着予定日     2013 年  月  日 

 

旅行予定日数 

      12     日間 

 滞在地           行動・調査内容 

第１日目 

 

福岡→ローマ ローマ着 

第２日目 

 

ローマ→セボルガ セボルガへ移動 

第３日目 

 

セボルガ セボルガ町の歴史資料館で資料収集・学芸員インタビュー 

  

第 4 日目 

  

セボルガ セボルガ町役場での調査：広報担当者に町の歴史、「独立」の背景、

現状と問題点、近年の試みについてインタビュー。その他、現地で

しか手に入らない刊行物や資料を収集する。 

第 5 日目 

 

セボルガ→サンマリ

ノ 

移動 

第 6 日目 

 

サンマリノ サンマリノの役場で資料収集・インタビュー 

  

第 7 日目 

 

サンマリノ 資料収集 

第 8 日目 

 

サンマリノ→フィレ

ッティーノ 

移動 

第 9 日目 

 

フィレッティーノ フィレッティーノの歴史資料館で資料収集・インタビュー 

  

第 10 日目 

 

フィレッティーノ 資料収集 

第 11 日目 

 

フィレッティーノ→

ローマ 

ローマへ移動 

第 12 日目 ローマ→福岡 福岡着 

 

報告 

【サンマリノ】  

 サンマリノは、面積は東京の世田谷区ほどの大きさであり、イタリア半島、中東部に位置する６１

平方キロメートルの小さな共和国である。イタリア国内の中北部にあり、陸地にある共和国として

は、世界で一番小さな共和国である。領土内に鉄道はなく、近くの都市リミニから定期バスで繋

がれ、さらに麓のボルゴ・マッジョーレからはロープウェイで繋がれている。標高 700 メートルの

山の頂上に要塞や、城砦など全ての歴史的建造物は当時のまま残っており、2008 年にはサンマ

リノ旧市街がユネスコの世界遺産に登録された。 



 

 

 

サンマリノ共和国の国内総生産は半分以上を観光産業が占めている。中世からの面影をそのま

ま残す町のたたずまい、現存する歴史的建造物など景観を楽しみに来る観光客がその主体にな

っているようだが、それだけでなく、独自に発行している記念切手や、サンマリノの中で発行され

るユーロコインなど、コレクターに注目されるような事業も展開している。また、観光客を集めるも

う一つの理由は、消費税がないことである。ヨーロッパ諸国では、消費税 20％や 25％が当たり前

だが、サンマリノ共和国には消費税が存在しないので、イタリア人をはじめ、ヨーロッパの各地か

ら観光を兼ねて買い物にやってくる。このように、小さな独立国であるサンマリノ共和国は、独自

の方法で国を繁栄させてきた。結果、現在の国内の一人当たりの支出レベルや生活水準は本イ

タリアとほぼ同様だそうだ。 

 

歴史  

4 世紀初め、聖マリノと呼ばれる石工の職人が、ローマ皇帝の迫害を逃れてこの地にこもり、キリ

スト教徒の小さなコミュニティーを作ったのがこの国の始まりと言われる。１２５３年には最初の法

典が作られ、他国に認められることはなかったが、実質、ひとつの国家となる。  

しかし、中世のイタリア半島は、小国が群雄割拠しており、サンマリノは周りを強国に挟まれ、常

に危険にさらされていた。１４世紀、山側の国（モンテフェルトロ家）と同盟を結んでいたが、領土

拡大を狙っていた海側の国（マラテスタ家）から山側の国との同盟を破棄して、自分たちと同盟を

組むよう持ちかけられる。 しかし、サンマリノは市民会議をした結果、山側への信義を貫くため、

海側の国の提案を拒否する。  



こうした外交姿勢が評価され、サンマリノはしだいに、周りの国々から一目置かれる国になってい

く。  

ガリバルディによってイタリア統一が行われた１８６１年、サンマリノも統一される危険に晒された

が、彼に名誉国民証書を送るという方法で、その危機を免れた。  

彼は、統一運動の中でサンマリノにかくまわれた恩義もあり、この国民証書に対して、丁寧な礼

状を送った。小さな国が、血を流すことなく、平和的な方法で独立を守り通した。  

それ以来イタリアとは密接な関係を維持しているが、実際にはイタリアの保護国に近い状態がつ

づいている。イタリアとの間では 1897 年に友好条約を締結した。 サンマリノは欧州連合の正式

な一員ではないものの、欧州議会における取り決めによりユーロの流通が認められている。  

 政治 

サンマリノ共和国の政治システムは独特で大統

領が 2 名存在する。この 2 人は半年ごとに交代

し、そのため大統領選挙に費用はかからない。

また、円滑に政治を進めるためにその関係は良

好であるという。 

 半年周期のシステムを政治家及び国民すべ

てが共有し、更にマイノリティの意見も無視しな

いということが重んじられている。 

  

   

【セボルガ】 

 

セボルガはフランスとの国境近く、イタリア北西部にある小さな村である。面積は 14 平方 km、人

口は約 2000 人。 

歴史 

954 年に城塞と教会が設立されたのが、村としての始まりらしい。さらに 959 年には、とレリノ修道

院長と、別の修道院の司祭らによって、国として建国された。その後、公国となって神聖ローマ帝

国に編入される。1118 年、修道会の治める国としては史上初の独立国となった。 

1729 年、サヴォイア公国が強制的に併合するが、欧州諸国は正式に認めなかった。ここから、こ

の国の位置付けがおかしくなり始める。後にウィーン会議でこの地域周辺をサルデーニャ王国に

編入すると定めた時も、さらにイタリア王国が統一された時も、戦後にイタリア共和国が発足した

時も、セボルガ公国の最終的帰属には正式に触れられていない。けれど、これを理由にして、セ

ボルガ公国側はイタリアからの独立を主張しているのである。当然、イタリア政府はセボルガをひ

とつの村と見なし、相手にしていない。 

政治 

1960年代初め、ジョルジョ・カルボーネ氏は、セボルガは歴史上、公国としての地位があったのだ

から、再び独立を回復すべきだと主張し始める。この見解は、地元で次第に支持を広げ、1963 

年、住民はカルボーネ氏を元首として選出（セボルガ公ジョルジョ１世）、独立を宣言した。1995年

には、公国の憲法が住民投票で採択されている。 



 

イタリア政府とセボルガの間では、何の紛争も起きていない。医療や学校、通信など、イタリアの

全ての行政・公共サービスは、問題なく供給されている。セボルガ住民はイタリアの選挙権もしっ

かり行使しており、地方税を含めてイタリアの税金を払っている。一方で、独立宣言の効果でセボ

ルガの知名度が上がり、イタリア国外からも多くの観光客が訪れるようになった。 

イタリアの通貨はユーロだが、この国には「ルィジーノ」という独自の通貨がある。独自のコインや

切手も発行されているとのことで、切手はスイスでも通用するらしい。イタリア領に囲まれていな

がら、公用語はイタリア語のほかにフランス語もある。 

 

【フィレッティーノ】  

   

フィレッティーノは、イタリア共和国ラツィオ州フロジノーネ県にある、人口約 550 人の基礎自治体

である。面積は 78 平方 km と、日本の平均的な市町村程度である。かつてはスキーリゾートとし

て繁栄した時代もあったが、近隣に大型スキー場が開設されたことから過疎化が進行し、今では

朽ち果てたリフトやホテルが放置されたままになっている。   

この村には病院、警察署や消防署、銀行やガソリンスタンドすらない。かろうじてある小学校は生

徒数わずか 17 名であり、村としてすら独立していない現状だ。 

ところが、財政難に陥ったイタリア政府の市町村合併政策により、消滅の危機に晒されたフィレッ

ティーノ村は大いに異議を唱え、「独立」に打って出た。 

   

   



イタリア政府は、もちろんこの村の独立を承認していないが、すでに独自の憲法を制定し、国旗

や国歌もある。また独自通貨を発行し、徐々に流通し始めているという。  

フィレッティーノ公国憲法・第 21 条「公国はスキー場、水資源、森林資源を活かすことで、土地の

経済の発展を支援する」という文からわかるように、独立を企画立案した村長ルーカ・セッラーリ

氏によれば、水資源と森林資源が貴重な財源になるのだという。  

現在は水道会社に押さえられている水源の権利の 0.1％でも獲得できれば、村の収入の 2 倍の

財源になり、また周囲の 8000 ヘクタールにも及ぶ森林も様々な活用方法が考えられ、有力な財

源だ。 

そうは言えども、スキー場の設備は老朽化しているため、一からの再建が必要であり、水資源、

森林資源の権利も獲得できるかどうか定かでない。   

   
政治 

2011 年 12 月には議会選挙が行われた。国会議員の選挙は、村の小さなカフェの 2 階で行われ、

そのカフェの店主でもあり、かつて酪農を営みながら、スキーのインストラクターもやっていたパオ

ロ・チェロッキ氏が当選した。総投票数 720 のうちの 53 票を獲得し、首相としての最有力候補と

もなった。 公国の君主として暫定的に決まったのは、弁護士カルロ・タオルミーナ氏であり、「摂

政」として暫定君主を務めている。 

だが多くの村人たちにとって、独立というものに現実味がないというのが実際のところのようであ

る。  

感想 

国家の中で独立している都市をテーマに挙げ、このイタリア内の小都市を実際に周り私が感じた

ものは、ある種の高揚感とパワーであった。各都市に共通して、財源は主に観光に頼っているせ

いもあり、私が訪れた観光オフシーズンである 2 月半ばの街の様子は、どこか寂しい雰囲気もあ

ったが、街中のあちらこちらにたなびく国旗は、独立都市であることの誇りを象徴しているように

思えた。しかし、イタリア国から完全には独立できない現状はどの都市にもあるようだった。とくに

2011 年に独立宣言をしたフィレッティーノ公国で、独自貨幣の発行や政治体制が「国家」の中で

機能し、本当の意味を持つのは、まだまだ先のことになるであろう。ただ、イタリア国内で、自称で

あれ、未承認であれ、独立を宣言しアイデンティティを確立していこうとする各都市に尊敬の念を

覚えたのは言うまでもない。 このことは、実際にその都市を歩き、直に話を聞き資料を収集する

ということでしか味わえなかったであろうと考える。最後になりましたが、このような貴重な機会を

与えてくださった、国際文化学部の先生方に心から感謝いたします。ありがとうございました。 


